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デジタルサラウンド 
へツドホンシステム 


取扱説明書 


お買い上げいたださ、ありびとラございまず。 


A 警告 


電気製品はを全のための注意事項を巧ら 
ないと、火災や人身事故になることびあ 
ります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と 
製品の取り披いかたをおしています。 この取扱説明書をよ 
くお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ずな 
管して < ださい。 
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A 警告安をのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、火 
災や感電などにより人身事故になることがあり危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお守り<ださい。 



安をのためのを意事項を守る 


この r 安全のために」のを意事項をよくお読みください。 


定期的に点検ずる 


1年に一度は、ほこりびたまっていないか、故障したまま 
使用していないか、などを点検してください。 


故障した5使わない 


動作がおかしくなったり、破損しているのに気づいた6、 
すぐにお買い上げ店または ソニーの 修理相談窓口に修理を 
ご依頼ください。 


万一、異常が起きた5 



〇電源を切る 

© AC パワーアダプター 
をコンセントから抜く 

©お買い上げ店またはソ 
ニーの修理相談窓□に 
修理を依頼する 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次 
のよつな表术をしていまず。表 
おの内容をよく理解してか5本 
文をお読み < ださい。 

IA 危哟 

この表示のミ主意事項を守5ない 
と、义災•感電•漏液•発熱•破裂 
などにより死 t や大けびなどの 
人身事故び生じます。 

この表示の注意事項を守5ない 
と、火災•凳熱•発乂•感電などに 
より死 t や大けびなど人身事故 
の原因とな0ます。 

IA 注意 I 

この表示の注意事項を守5ない 
と、漏液•破裂•発熱•発火•感電 
などによ0やけどやけびをした 
り周辺の家財に損害を与えたり 
することびあります。 


注意を促ず記号 

会 


行為を禁止ずる記号 


0 


禁止 

接触禁止 



分解禁止 

めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 


指示 

つラグをコン 


セントから巧く 
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/ K 危険 

< 火が > 感電胃 


下記のミま意事項を守5なぃとジ^災*感電* 

発熱•発义により巧亡や大けがの原因 

となりまず。 


指定むがの AC パワーアダプターを使わない 

充電するとさは、必ず指定の AC パワーアダプターを使 
用して < ださい。 

破裂や電池の液漏れ、過熱などにより、火災やけが、 

周囲のミち損の原因となります。 


0 

禁止 

义の中に入れない 


0 

禁止 

分解しない 

故障や感電の原因となります。内部の点検および修理 ^ 
はソニーの相談窓口 (裏表紙)またはお買い上げ店、ソ 谷 
ニーの修理相談窓口にご依頼<ださい。 、 


S® 

分解禁止 

义のそばや炎天下などで巧電したり放置しない 


0 

禁止 



下記のを意を守5ないと、义災•発熱 • 

巧义•感電によりやけどゃ大けがの 

原因となりまず。 


道路交通まに従つてま全運転ずる 
運転ちは道路交通法に従う義務びありまず。前ちミち意をおこ 
たるなど、ま全運転に反ずる行為は違法であり、事故やけび 
の原因となりまず。 

• 運転中は本機および携帯電話を使用しない。 

• 運転中に携帯電話の画面を注視しない。 

• 運転中 L ツ外でち、踏切や駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の音び聞こえない 
とを挨な場所ではへッドホンを使わないでください。 
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下記のを意を守 5 ないと、ジ^災>発熱《 


- 八 Ji . I 、ち。エ，ち、ででン*ホレ•し、へ715病 i 

塾^^ A 巧义•感電によりやけどゃ大けがの 

口 *—* 火災 感電 原因となりまず。 


内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると义がや感電の原因となります。 

万一、 水や異物び入ったとさは、すぐに使用を中止し、 
AO のーアダプターを コンセントから抜いて、お買い 
上げ店またはソニーの修理相談窓□にご相談くださ 
し、 



禁止 


この製品をミ毎がで使用しない 

AC バワーアダプターは、日本国内専用です。 

交流100 V の電源でお使いください。ミ毎外などで、 
異なる電源電圧で使用すると、火が'感電の原因とな 
0ます。 



指示 


雷び鳴りだした5、 AC パワーアダプターに 
軸れない 

感電の原因となります。 



接触禁止 


/ K 注意 


下記のを意を守5ないと、 I ナ占 S をしたり周辺の家財に 
損害を与えたりずることびありまず。 


めれた手で AC パワーアダプターをさね5ない 

感電の原因となることびあります。 



めれ手禁止 


大音量で長時間続けて聞きずぎない 

耳を刺激するよラな大をな音量で長時間続けて聞< 
と、聴力に悪い影響を与えることがあります。呼び 
かけられて返事がでさる<6いの音量で聞をましよ 
ラ。 



0 

禁止 








A ぐ下記のを意を守 6 ないと、けがをしたり周辺の家財に 
/!\ 損害を与えた0ずることびありまず。 



はじめか5ボリュームを上げずぎない 

突然大をな音が出て耳をいためることがあります。 

ボリュームは徐々に上げましよラ。 

とくに、ミニディスク、 CD や DAT など、雑音のかな 
いデジタル機器を聞くとさにはごま意ください。 

0 

禁止 

通電中の AC パワーアダプターに長時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、巧温やけ 
どの原因となることびあります。 

0 

禁止 

本体や AC パワーアダプターを巧団などでおおった状態で 
使わない ：な；這; 

熱びこちってケースび変おしたり、义がの原因とな すを 

ることびをります。 

准 

かゆみなど違和感びあった5使わない 

使用中、肌に合わないと感じたとさは使用を中止して 
医師またはお買い上げ店、ソニーの修理相談窓口にご 
相談ください。 

0 

禁止 

長時間使巧しないときは AC パワーアダプターを巧く 

長時間使用しないとをは、ま全のため AC ノ くワーアダ 
プターをコンセントか6巧いてください。 

© 

つラグをコン 
セントから抜く 

お手入れの際、 AC パワーアダプターを抜く 

AC パワーアダプターを差し込んだままお手入れをす 
ると、感電の原因となることがあります。 

つラグをコン 
セントカ'ら抜く 

本機は、国内専巧でず 

海外では国によって電波使用制限があるため、本機を使用した場合、 
罰せ6れることがあります。 

〇 

指 7 F 
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電池に ついてのまを上の ごミち意 
液漏れ•破裂•発熱•発义•誤软 にょる 大けが ゃ 失明を 

避けるため、下記のま意事項を必ずお守り <ださい。 


区\た晩巧電式電池びお漏れしたとを 

巧電式電池の液が漏れたときは素手で液をさわ6ない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓□(裏表紙)またはソニーの修理相談窓 
□にご相談ください。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になることびあるので目をこすらず、すぐに水道水など 
のされいな水で充分洗い、ただちに医師のミ台療を受けてください。 

液び身体やを服についたとさわ、やけどやけびの原因になるので、すぐにをれいな水で洗い 
流し、皮膚に炎症やけびの症状びあるときには医師に相談してください。 


危険 I 巧電式電おについて 

• 指定された充電器政外で充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射曰光のあたるところ•炎天下の車中など、高温の場所で使用•保管しな 
い。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

曰本国巧での巧電式電池の廃棄について 

充電式電池の回収’1」サイクルおよび U サイクル協力店については 
一般社団法人」 BRC ホームページ 
http://www.jbrc.net/hp/contents/index.html 
を参照してください。 

Li-ion 
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まな特長 


本システムは BD / DVD 等のマルチチャンネルソースのサラウンド音場をワイヤレスで楽し 
めるデジタルサラウンドへッドホンシステムです。 

BD / DVD 機器や BS /地上デジタルチューナー、ゲーム機などと本システムのデジタルサ 
ラウンドプ□セッヴーを付属の光デジタル接続ケーブルで接続するだけで、大迫力のサラ 
ウンドサウンドを周囲に気兼ねすることなく楽しめます。 

• マルチチャンネルスピーカーの立体的なサラウンドを再現する 7.1 chVPT 
(VirtualDhonesTechnologyj*! 

• 映画館の迫力をそのままに、大口径 50mm ドライバーユニット使用 
• 障害物を気にすることな<使用が可能なデジタル無線伝送方式ワイヤレスへッドホン。 

非圧縮デジタル伝送により CD と同等の音質を実現。（到達距離最大30の^ 2 ) 

• 映画の聞こえづらいセ U フを開さやすくする r センターレベル調整機能」 

• マルチチャンネルサラウンドのゲームに特化した音場を楽しめる r ゲームモード」搭載。 
正確な定位によりさ6に臨場感のあるプレイを楽しめます。本機のゲームモードは、株 
式会社 ソニー •コンピュータエンタテイン;><ントのヴウンドデヴイナー監修の元、音場 
の作りこみを行いました。 

• 他の 2.4 GHz 帯使用機器の電波干渉を回避する rU アルタイムチャンネルセレクション」 
機能使用中にを常時電波を確認し、電波巧害が起さる前に自動で空きチャンネルへと音 
が途切れることな < 移動します。 

• U モコン機能をヘッドホンに搭載、離れたところか6でをプ□セッヴーをコント□ール 
• 光パススルー機能搭載光デジタル2系統 (2 入力2出力） 

• D に ITAL IN 端子に入力された信号がそのまま出力されます。お手持ちの AV システムと 
同時に使用する場合、光ケーブルを接続し直すことなく本機をお楽しみ頂けます） 

• 多彩なフオー マッ トに対応 

(ドルビープ□□ジック llx 対応により最大7.1ホのサラウンド音場を実現* 3 
対応ディアフオーマット：ドルビーデジタル、ドルビーデジタルサラウンド EX 、 

DTS 、 DTS - ES マト U ックス、 DTS - ES ディスクリート、 MPEG -2 AAC ) 

*1 Virtualphones Technology はソニーの商標です。 

到達距離は目まです。周囲環境により到達距離び変わる場をびあります。 

が本システムのプ□セッヴーは、ドルビーデジタルデコーダー、ドルビープ□□ジック llx デコーダー、 
DTS デコーダー、および MPEG -2 AAC デコーダーを搭載しています。 

本システムのプ□セッヴーはドルビーラボラトリーズおよびデジタルシアターシステムズ社か6の 
実施権に基づさ製造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、" AA 〔□ゴ"およびダブル D 記号はドルビーラボラトリーズの商標でず。 
DTS 及び DTS Digital Surround は Digital Theater Systems , Inc . の商標です。 
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原準備 


本体/付属品を®!かめる 


本機をお使いになる前にすベてそろっているか確かめてくださし、 


①プ□セツサー DP - RF 7100 (1 台) 



⑤ AC パワーアダプター （2 個) 



③へッドホン MDR - RF 7100り台) 



④光デジタル接続ケーブル（光ち型プラグ^ 
光角型プラグ、1本） 



ごま意 

ご使用の前に先端の保護キヤップを取りはずし 
て < ださい。 


⑥才ーディオ接続コード(ホ•白プラグ、1本) 
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プロセツヴー上面/前面 



田スイッチ 

(詳しくは]8、22ページ） 

プ□セッヴーの主電源(入/切)の切り換え 
に使います。 

图 INPUT ボタン 

(詳しくは19ページ） 

入力 ( D に ITAL ]/ D に ITAL 2/ ANAL 0 G ) の切 
0換えに使います。 

图 EFFECT ボタン 

(詳しくは20ページ） 

音場モード ( OFF / CINEMA / GAME ) の切り撰 
えに使います。 

团 COMPRESSION ボタン 

(詳しくは20ページ） 

固 POWER ランプ 

(詳しくは18ページ） 

プ□セツヴーの電源び入っているとさに、 
緑色に点灯します。 


固 INPUT ランプ 

(詳しくは19ページ） 

入力の切り換えにをわせて点灯します。 

团 E 开 ECT ランプ 

(詳しくは20ページ） 

音場モードの設定に合わせて点灯します。 

回 COMPRESSION ランプ 

(詳しくは20ページ） 

機能の設定び r オン」のときに点灯します。 

回 CENTER LEVEL ランプ 

(詳しくは21ページ） 

「センターレベル調整機能」の設定にあわせ 
て点灯します。 

晒 DECODE MODE ランプ 

(詳しくは18ページ） 

入力された音芦信号にをわせて点丹しま 
す。 


(次のぺージへつづく） 





プ□セツ ヴーを 面/側面 



田 ID SET ボタン 

(詳しくは 25 ページ） 

へッドホンを増設するとさに使用します。 

_?ッテネーター 

回 ATT スイッチ 

(詳しくは 16 ぺージ） 

アナ□グ入力で音声びルさい場含は rOdB 」 
に切り換えます。通常は「- 8 dB 」 にして使い 
よ9 〇 

固 LINEIN(L/R) 端子 

(詳しくは 16 ぺージ） 

ビデオデッキやテレビなど、別売りの AV 機 
器の音芦出力端子につなざます。 

团 D に ITAUN1’2 端子 

(詳しくは 14 ぺージ） 

BD / DVD 機器や BS /地上デジタルチュー 
ナ ー、 ゲーム機器など別売りのデジタル臟 
器につなざます。 


固 D に ITAL 0 UT 1.2 端子 

(詳しくは 14 ぺージ） 

D に ITAL IN 端子に入力された信号び、同じ 
番号の D に ITAL OUT 端テにそのまま出力さ 
れます。 AV アンプなどに同じ信号を分岐さ 
せるとさに使用します。 

固 DC IN 6 V 端子 

(詳しくは 17 ページ） 

付属の AC ノ（ワーアダプターをつなざます。 
(必ず付属の AC パワーアダプターをお使い 
<ださい。プラグの極性など異なる製品を 
使ラと、故障の原因となりを険です。） 

囚 RF CHANNEL スイッチ 

(詳しくは 17 ページ） 

周波数チャンネルを固定 ( MANUAL ) にする 
とさ、チャンネル （1/2/3) の切り換えに使い 
ます。 

固 AUTO / MANUAL スイッチ 

(詳しくは 17 ページ） 

周波数チヤンネル ( AUTO / MANUAL ) の切り 
換えに使います。 
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へッ ドホン 






m ィャ—パッド(も） 

图フリーアジャストバンド 

(詳しくは13、]9、22ぺージ） 

頭にかけると自動的に電源び入ります。 

图 ィャ—パッド(左） 

团 CENTER LEVEL + /- ボタン 

(詳しくは21ページ） 

センターレベルを調節するときに使います。 

固 POWER ランプ 

(詳しくは13ページ） 

充電式電池の残量びあるとさにフリー 
アジャストバンドを引き上げると、緑色に 
点灯します。 

固 VOL つまみ 

(詳しくは21ページ） 

音量を調節します。 

团 E 开 ECT/IDSE 干 ; ザタン 

(詳しくは20、25ぺージ） 

音場モード ( OFF / CINEMA / GAME ) の切り換 
えに使います。 

また、プ□セツヴーにヘッドホンを増設す 
るとさに使います。 


固 INPUT ボタン 

(詳しくは19ページ） 

プ□セツサーの入力 ( DIGITAL 1 /DIGITAL 2/ 
ANALOG ) の切り換えに使います。 

回 DC IN 6 V 端子 

(詳しくは12ページ） 

付属の AC パワーアダプターをつなざます。 
(必ず付属の AC ノ くワーアダプターをお使い 
ください。プラグの極性など異なる製品を 
使ラと、故障の原因となり危険です。） 

圆 PROCESSOR P 0 V \/ eR ボタン 

(詳しくは22ページ） 

プ□セツヴーの電源(入/スタンノ（イ）の切 
り換えに使います。 

回 CHG ランプ 

(詳しくは12ページ） 

充電中はホ < 点打します。 
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本システムのへッドホンは U チウムイオン充電式電池を内藏しています。充電してか6お 
使いください。 


巧電ずる 

付属の AC パワーアダプターを、へッドホンの DC IN 6 V 端子と電源コンセントに接続しま 
す。ヘッドホンの CHG ランプがホく点口し、充電が始まります。 

約3時間後に充電が完了し、 CHG ランプが消口します。 

充電が完了したら、 AC パワーアダプターをはずします。 



ごま意 

充電は0む〜4日むの環境で行なって<ださい。この範囲を超えると満充電されない場をがあります。 

充電時間の目安と持続時間 
充電時間 

約3時間 S 

約30分が_約3時間*3 _ 

*1] kHz'l mW +1 mW 出力時 

電池残量びない状態から、満充電するのにかかる時間 
周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異なる場合びあります。 

電池残量びない状態からの時間 


持続時間# 1 

約13時間 AS 
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巧電式電池の残量を確認ずる 

フリーアジャストバンドを引さ、ちへッドホンの POWER ランプが緑色に点口すれば使用 
できます。 POWER ランプが点口しないときや、ランプが暗い、音が途切れたりするときは、 
充電してください。 



ごま意 

•長い間使わなかったとさは、充電式電池の持続時間び短くなることびあります。何回か充放電を繰 
り返すと、充分に充電でさるよラになります。 

• 充電式電池の持続時間び通常の半分ぐらいにお下した場をは、充電式電池の寿命と考えられます。 
充電式電池の交換については、お近<のソニーの修理相談窓□にご相談<ださい。 
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プロセツヴーとデジタ J レ機器をつなぐ 

付属の光デジタル接続ケーブル （1 本)を使って、 BD / DVD 機器や BS / 地上デジタルチュー 
ナ ー、 ゲーム機器など*の光デジタル出力端子と、プ□セツヴーの D に ITAUN 端子をつな 
いで < ださい。 

また、プ□セツヴーを通じて、 D に ITAUN 端子につないだ機器 ( BD / DVD 機器など)から入 
力された信号を、そのままお手持ちの AV アンプなどに出力することがでさます(光パスス 
ルー機能)。光パススルーするには、光デジタルケーブル访リ売り）が必要です。 

本機のプ□セツヴーには、 D に ITAUN 端子と D に ITALOUT 端子び2つずつあります。背面 
の端子に書かれている 「 D に ITAL IN 」 と 「 D に ITAL OUT 」 の数字を合わせるように各機器の 
接続をしてください。 



プラグと端子の向ををあわせてしつ 
かり差し込みます。 


AV アンプなど 
光デジタル入力端子 
のある機器 


光デジタル出力端子 
のある ゲーム 機器 


BD/DVD 機器、 

BS /地上デジタル 
チューナーなど 
光デジタル出力端子 
のある機器 


ごま意 

• 光デジタル接続ケーブルは非常に精密に作られていまず。プラグを抜さ差しするとさは T 寧にお取 
0扱い < ださい。 

• 本機のデジタル入力信号は48 kHz /44.1 kHz のサンプ U ング周波数のみに対応しています。 

本機の D に ITAL IN 端子につなぐ機器のデジタル出力信号を、48 kHz /44.1 kHz に設定してお使い下 
さい。 

その他 (32 kHz / 弓6 kHz など)のサンプリング周波数で入力した場を、ノイズび発生したり、音び出 
ないことびありますのでご注意下さい。この場合は 、 LINE IN ( L / R ) 端子にオーディオ接続コードを 
つないで、アナ□グ入力でお楽しみ<ださい。 

• DIGITAL IN 端テにつないだ臟器側で光デジタル出力の設定び必要な場をびあります。接続機器の取 
扱説明書をご覧 < ださい。 

• プ□セッヴーに電源をつながないと、 D に ITAL OUT 端子か5信号は出力されません。 

* パソコンの光デジタル出力端子への接続は動作保証いたしません。 
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接続コード(別売り） 

ポータブル BD / DVD 機器やポータブル CD 機器などの光 S ニデジタル出力端テから D に ITAL IN 端子へ 
つなぐときは、接続コード P 0 C -5 AB (光ミニプラグト光角型プラグ)などをお使いください。 

巧デジタルセレクター(別売 0) 

複数のデジタル機器を接続したいときは、光デジタルセレクター SB - RX 100 P (入力4系統、出力3系統) 
をお使いください。 


光デジタル接続ケーブルについてのごミち意 

• 光デジタル接続ケーブルには落下物などによる衝撃を与え 
ないで < ださい。 

. 光デジタル接続ケーブルの抜さ差しは、プラグを持って、 
T 寧に行なって < ださい。 

• 光デジタル接続ケーブルの先端びミちれると性能び低下しま 
すので、ミちさないよラにしてください。 

•保管の際は、プラグ先端にキャップを付けて、光デジタル 
接続ケーブルを巧り曲げすざないよラにしてください。 
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プロセツヴーとアナログ機器をつなぐ 

付属のオーディオ接続コードを使って、ビデオデッキやテレビなどの音声出力端子と、プ 
□セツヴーの LINE IN ( I 7 R ) 端子をつないでください。 



才ーディオ接続コード(付属） 

ごま意 

DTS 音声で収録された目 D / DVD を再生する場を、目 D / DVD 機器を本機の LINE IN ( L / R ) 端テに接続して 
いると音び出ないことがあります。この場合は D に ITAL IN 端子に接続してください。 

接続コード(別売り） 

へッドホン端子などのステレオミニジャックから LINE IN ( L / R ) 端子へつなぐときは、接続コード 
RK - G 1 29(ステレオミニプラグト■►ピンプラグ X 2) などをお使いください。 



この場含、つないだ機器のボリュームを中ぐ5いにしてお使いください。つないだ磯器のボリューム 
び低く設定されていると、ノイズが発生することがあります。 

その他の接続コード(別売り）については、ほな仕様:推奨ァクセヴ U -」（33 ぺージ)をご覧ください。 

ATT スイッチについて 

アナ□グ機器の音声がルさいとさは、プ□セツヴー後面にある ATT スイッチを rOdB 」 に切 
り換えてお使いください。 



位置 

接続している機器 

OdB 

テレビやポータブル機器など、出カレベルのおいもの 

-8 dB (出荷時の設定） 

その他の機器 


ごま意 

• ATT スイッチは、必ず音量を下げてから切り換えてください。 

• アナ□グ機器の音声びひずむ(と同時にノイズび発生する）ときは、 ATT スイッチを r -8 dB 」 に切り撰 
えて < ださい。 
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周波数チヤンネルを設定ずる 

本システムは、 2.4 GHz 帯の無線周波数に含まれる3つのチヤンネルのなかか6、いずれ 
かを使用します。 AUTO / MANUAL スイッチと RF CHANNEL スイッチで、使用する周波 
数チヤンネルの設定を切り換えて<ださい。 



AUTO / MANUAL スイツチの位置 

使用ずる周波数チャンネル 

AUTO (出荷時の設定） 

プ□セッサーび最適なチャンネルを自動的に検出します。 
RF CHANNEL スイッチの位置は、動作に影響しません。 

MANUAL 

RF CHANNEL スイッチで切り換えたチャンネルり/ 2/3) 

に固定します。 


プロセッヴーに電源をつなぐ 

付属の AC パワーアダプターを、プ□セッヴーの DC IN 6 V 端子と電源コンセントに接続し 
よす 0 
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忠操作 


ごないだ機器の音声を聞< 


操作に入る前に、がず r へッドホンシステムをつなぐ j ( i 4 〜17ページ)を 
ご覧のうえ、正しい接続を巧なつてください。 


1音声を聞く機器の電源を入れる。 



2プ□セッサーの電源を入れる。 

プ□セッサーの POWER スイッチを押して、主電源を入れます。 

プ□セッヴーの POWER ランプが緑色に点滅し、音声送信の準備がでさると点口に変 
わります。 



現在の設定に合わせて、 EFFECT ランプと INPUT ランス DECODE MODE ランプが 
それぞれ点打します。 


DECODE MODE ランプについて 

入力された音声信号の記録方式をプ□セッヴーが自動判別して点口します。ドルビー 
デジタル/ DTS / MPEG -2 AAC などの音声切り換えは、接続した機器側 ( BD/DVD 
機器や BS /地上デジタルチューナー、ゲーム機器など)で行なってください。 

• Dolby Digital ： ドルビーデジタルフオーマットで記録された信号 

• Dolby PLIIx : アナ□グ入力信号、デジタル入力の PCM 信号、ドルビーデジタルの2 
チヤンネル信号およびステレオサラウンドチヤンネルを含む信号、または MPEG -2 
AAC の2チヤンネル信号およびステレオサラウンドチヤンネルを含む信号がドル 
ビープ□□ジック llx 処理された場合(音場モード rOFF 」 を選んでいる場合はドル 
ビープ□□ジック llx 処理されません） 

• DTS : DTS フオー マッ トで記録された信号 

• MPEG -2 AACMPEG -2 AAC フオーマツ トで記録された信号 
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ごミ主意 

D に ITALIN 端テにつないだ機器び、早送りや巻き戻しなど「再生」於外の状態では 、 DECODE 
MODE ランプび正確に点灯しない場をびあります。その場をは、「再生」状態にすると DECODE 
MODE ランプび正確に点灯します。 

3 ヘッドホンをかける。 

ちイヤーパッドをち耳に、左イヤーパッドを左耳にあわせ、フ U —アジャストバンド 
が頭の上に付くよラにヘッドホンを垂直にかけます。ヘッドホンをかけると、自動的 
に電源が入り、ちイヤーパッドの POWER ランプが緑色に点口します。（才ートパワ ー 
オン機能） 

クヒント 

へッドホンのご使用中に充電式電池の残量びなくなったときは、「へッドホンを充電する」 （12 ぺ一 
ジ)の手順で AC パワーアダプターをへ ッ ドホンの DC IN 6 V 端テと電源コンセントにつなぎ、 へッ 
ドホンをかけてください。充電をしなび5へッドホンを使ラことびでをます。 



ごミ主意 

へッドホンは、電波び届く範囲 (23 ページ）でお使いください。 

4 プ□セツヴーまたはヘッドホンの INPUT ボタンで、音声を聞く機器を選ぶ。 



点打ずる INPUT ランプ 

聞こえる音源 

DIGITAL 1 

DIGITALIN 1端子につないだ機器の音芦 

DIGITAL 2 

DIGITAL IN 2端子につないだ機器の音芦 

ANALOG 

LINE IN ( IVR ) 端テにつないだ機器の音声 


ごま意 

二重音靑 ( MAIN / SUB ) の音源を視聴するときは、 UNEIN ( L / R ) 端テに接続して、プレーヤーゃテ 
レビなどの方で間さたい音声を選んで < ださい。 

5 手順4で選んだ機器の再生を始める。 


(次のぺージへつづく） 
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6 好みの音場モードを還ぶ。 

EFFECT 機能 

プ□セツサーの EFFECT ボタンまたはへツドホンの EFFECT / ID SET ボタンを巧して 
音場モードを還びます。 




点口する EFFECT ランプ 

音場モードと適した入力音源 

消打(オフ） 

通常のへッドホン再生。 


CINEMA 

包まれ感や、各チャンネルの自然なつなびり、自然な音質(特 
に台詞)を重視した設定。 

音の良い最新の映画館のよラな適度な広さをもつサラウンド 
音場を楽しむことびでさます。 

映画に適しています。 

GAME 

くっさりとした音像定位や、明確な方向感の再現を重視した 

5 几。 

己ス疋〇 

マルチチャンネ j レサラウンドのゲームなどで臨場感あふれる 
プレイを楽しむことびでさます。 

ゲーム(特にマルチチぉンネル音源)に適しています。 

ごま意 

入力された音声 i 言号によっては、 

音場モードによって再生音量の違いび生じる場合びあります。 

COMPRESSION 機能 

プ□セツサーの COMPRESSION ボタンを押して、機能のオン/オフを切り替えます。 



COMPRESSION^ 

，で 






ランプの状態 

再生音の効果 



消打(オフ） 

EFFECT 機能で選んだ音場モードになりまず。 

点な(オン） 

EFFECT 機能で選んだ音場モード(消灯時を含む)において、 
爆発音のよラな大きな音をかさく、尝話などのルさな音を大 
さくすることにより全体的に聞さやすくします。 

映画やクラシック音楽など、ダイナ S ックレンジの広い音声 
信号に対して効果的です。 
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コンブレツシヨン動作イメージ図 



ダイナミックレンジ圧縮 



ビックリゾーン 


聴をやずい 
ゾーン 


聴こえにくい 
ゾーン 


センターレベル調整機能 



映画のセ U フやスポーツ番組の解説などの音量レベルを調節します。へッドホンの 
CENTER LEVEL +/- ボタンを使って、お好みのレベルに設定してください。レベル 
は4段階あります。 

7音量を調節ずる。 



ごま意 

映画の音声を間く場含、静かなシーンで音量を上げすざて、急な爆発シーンなどで耳を痛めない 
よラごミ主意ください。 


(次のぺージへつづく） 
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8 使い終わった s 、 プ□セツサーの電源を切る。 

プ□セツサーの POWER スイッチを押して、主電源を切ります。 



ごま意 

へツ ドホンをはずす前にプ□セ ツヴ ーから AC パワーアダプターをはずすと、雑音が入ることびあ 
ります。 

クヒント 

へツ ドホンの PROCESSOR POWER ボタンを巧すと、プ□セ ツサーの POWER ランプの色びホに 
変わり、スタンバイ状態になります。プ□セッヴーを一時的に使わないときなどにお使いくださ 
い。 



スタンバイ状態か5プ□セッヴーの電源を入れるとさは、へッドホンをかけた状態で 
PROCESSOR POWER ボタンを再度押すか、プ□セッヴーの POWER スイッチを押して一度主電 
源を切り、再度入れ直します。 

9ヘッドホンの電源を切る。 

ヘッドホンをはずすと、自動的にヘッドホンの電源が切れます。（オートパワーオフ 
機能） 

へッドホンをはずした6、スタンドの上に乗せて保管します。 



ごま意 

お使いにな5ないときは、オートパワーオン機能び働かないよラに、フ U —アジャストバンドび 
下びった状態でへッドホンを保管してください。 
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各モード囲の移行時囲について 

プ□セッヴーの各ボタンまたはスイッチを操作してから新しいモードに移行するとさに、 
移行時間が異なる場合があります。これはモード移行によるシステム制御の違いによるを 
のです。 

ぺッドホンか S ビープ音び聞こえるときは 

プ□セッヴーの電源が入っていないか、電波の届<範囲か6離れてへッドホンの受信状態 
が悪くなると r ピッピッピッ…」といラビープ音が聞こえます。ビープ音が聞こえた6プロ 
セッヴーの電源を入れるか、プ□セッヴーに近づいて電波の届<範囲でお使い<ださい。 

プ□セッヴーに 電源が 入って いて、 プ□セッヴーに 近づいて をビープ 音が止まらない場合 
は、 2.4 GHz 帯の無線周波数を使用する無線機器や電子レンジから発生する電磁波などの 
影響を受けている可能性が考えられます。政下の対応方法をお試し<ださい。 

• 本システムの周波数チヤンネルの設定 （17 ページ)を 「 MANUAL 」 にしてお使いのときは、 
RFOHANNEL スイッチで影響の少ないチヤンネルに切り換えるか、 AUTO / MANUAL スイッチを 
「 AUTO 」 に切り換える。 

• プ□セッサーの位置を変える。 

• 2.4 GHz 帯の無線周波数を使用する無線機器や電子レンジなど、影響をちえている機器の位置を変え 
る。 


電波の届<轟囲について 


プ□セツヴーからの電波が届<範囲は、最大で約30 m です。 

ご使用中に電波の届<範囲から離れたり、電波の状態が悪<なったりすると、音がとぎれ 
る場合があります。 

ごま意 

• このシステムは 2.4 GHz 帯の周波数を使用しているため、障害物で電波びさえぎられた場合は音び 
とぎれることがあります。この現象は電波の特性によるちので、故障ではありません。 

• プ□セツサーの位置やお使いになる場所の状況により聞こえかたび異なります。なるベ<聞こえや 
すい位置でお使いになることをおすすめします。 

• 他の 2.4 GHz 帯の周波数を使用する無線機器や電子レンジなどを併用すると音声びとざれることび 
あります。 


DTS について 

• DTS 音声で収録された BD / DVD を再生するには、 DTS に対応した BD / DVD 機器が必要で 
す。（詳しくはお使いの BD / DVD 機器の取扱説明書をご覧ください。） 

• DTS フオーマットの CD で、早送り時や巻を戻し時などにノイブが発生することがあり 
ますが、故障ではありません。 

• BD / DVD 機器の DTS デジタル出力設定が rOFF 」 や r 切」になっている場合は、 BD/DVD 
ニューで DTS 出力を選択してち音が出ないことがあります。 


(次のぺージへつづく） 


操巧 
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音の巧性について 

• 音楽 CD のよラに映像を伴わないソースの場合、音の定位がわかりに<い場合がありま 
す。 

• 本システムは人間の平均的な HRTP 願部伝達関数)をシミュレートしていますが、 
HRTF には個人差があるため効果の感じかたは人により異なる場合があります。 

* Head Related Transfer Function の略です。 
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本システムでは、別売りの専用ワイヤレスへッドホン （ MDR - RF 710 0) を増設することで、 
ワイヤレスの音声を複数の人で同時に楽しむことがでさます。 

受信エリア内であれば、ワイヤレスへッドホンを何台でを使用でさます。 



ごま意 

本システムは、独自の 2.4 GHz デジタル伝送方式を採用しているため、専用ワイヤレスヘッドホンな 
外は使用でさません。 


へツドホンを増設するとをは 

プ□セッヴーには固有の ID が設定されています。別売りの専用ワイヤレスへッドホン 
( MDR - RF 710 0) を増設する場合は、プ□セッヴーに設定されている ID を増設するヘッド 
ホンに登録しなければ使用することびでさません。必ず登録作業を行なってください。 

1プ□セッサーの電源を入れる。 

2増設ずるヘッドホンをかける。 

へッドホンの電源が入ります。 

ごミ主意 

内蔵の充電式電池を事前に充電するか、へッドホンに電源を つないで から登録作業を行なってく 

3 ヘッドホンのビープ音び変わるまで EFFECT/ 

ID SET ボタンを巧し続ける。 \ - -- • 

へッドホンからのビープ音の聞こえかたが変わり、 \巾 

へッドホンが ID 登録待機状態になります。 ^0 

4プ□セッサーのの SET ボタンを巧ず。 

プ□セッヴーから ID が送られます。 \ 

増設したへッドホンに ID が登録された6ビープ音び r ピー」と 
変化し、使用可能になります。 

ごま意 f 六 一 I 

• へッドホンの ID 登録待機状態は約30秒です。 (SH 

この間にプ□セッヴーの ID SET ボタンを巧してください。 ^-^ 

• 複数台を同時に ID 登録作業することはでさません。 ] 台ずつ登録してください。 
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イヤーバッドは消耗品です。巧れたり破損した場合は、下記の手順を参照してイヤーバッ 
ドを交換してください。このイヤーバッドは市販されていませんので、ソニーの相談窓□、 
またはお買い上げ店にご相談ください。 

1古くなったイヤーパッドをはずす。 



2イヤーパッドをへッドホンのが周に合わせるようにはめ込 S む。 




がその化 


本機を廃棄する 


鶴 

Li-ion 


機器に內藏されている充電式電池は U サイクルでさます。この充電式電池 
の取りはずしはお客様自身では行わず、 r 使い方相談窓口」にご相談くださ 
い。 （ r 使い方相談窓口」の連絡先は本取扱説明書内の r 保証書とアフターヴー 
ビス」に記載されています。） 
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修理にお出しになる前に、もう一度点検してください。それでも正確に動作しないとをは、お買い上げ店また 
は、ソニーのす目談窓□(裏表紙)にお問い合わせください。 


症状 原因と対応のしかた 

音び出ない ープ□セッサーと AV 機器の接続を確認する。 

"►デジタル機器の光デジタル出力端モとプ□セッサーの D に ITAL OUT 端子をつない 
でいる。 

• プ□セッヴーの D に ITAL IN 端子につなぎ直す。 

-► INPUT ボタンで 「 D に ITAL 1 (または2)」を選択している場合は、つないだデジタル 
機器の光デジタル出力設定び 「 OFF 」 や「切」になっていないか確認する。 

ープ□セッサーにつないだ AV 機器の電源を入れ、再生を始める。 

ープ□セッサーの電源を入れる。 

一 INPUT ボタンで、音声を聞きたい機器を正しく選んでいるか確認する。 

-► プ□セッサーの LINE IN ( IVR ) 端テに AV 機器のへッドホン端子をつないだときは、 
つないだ機器の音量を上げる。 

一へッドホンを頭の上から垂直にかけ直す。 

一へッドホンの音量を上げる。 

-►へッドホンの充電式電池び消耗しているので充電をする。充電をしてをへッドホン 
の POWER ランプび点むしない場合は、お近くのソニーの修理相談窓□にご相談く 
ださい。 

-► DTS に姉芯していない BD / DVD 機器で DTS 音声トラックを再生している。 

• DTS に対応した BD / DVD 機器を使用する。または Dolby Digital や PCM 音声トラッ 
クを選択する。 

-► BD / DVD 機器げーム機を含む)の DTS デジタル出力設定び 「 OFF 」 や「拙の状態で、 
DTS 音声で収録された BD / DVD を再生している。 

• お使いの BD / DVD 機器の取扱説明書をご覧になり、 DTS デジタル出力設定を rON 」 
や r 入」に切り換えてください。 

-► BD / DVD 機器げーム機を含む)を本機の LINE IN ( L / R ) 端子に接続している状態で、 
DTS 音声で収録された BD / DVD を再生している。 

• D に ITAL IN 端子に接続してください。 （ BD / DVD 機器を LINE IN ( L / R ) 端子に接続 
しているとさは、音声び出力されない場合びあります。） 

一増設したへッドホンにプロセッサーの ID び設定されていない。 

• へッドホンにプ□セッヴーの ID を登録する （25 ページ)。 

一本機に接続している機器の出力信号のサンプリング周波数を48 kHz /44.1 kHz に設 

_定する。_ 

音びひずむ、 一へッドホンの充電式電池び消耗しているので充電をする。充電をしてちへッドホン 

とぎれとぎれになる の POWER ランプび点むしない場合は、お近くのソニーの修理相談窓□にご相談く 

(同時にノイズび ださい。 

出る場合ちある） ープ□セッサーとへッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使用する無線や電子レン 

ジなどの機器びないか確認する。 

ープ□セッサーの位置を変える。 

-► INPU 下ボタンで 「 ANALOG 」 を選択したときに症状び出る場 S ま、プ□セッサーの 
ATT スイッチを r -8 dB 」 に切り換える。 

ープ□セッサーの UNEIN ( L / R ) 端子に AV 機器のへッドホン端モをつないだとをは、 
つないだ機器の音量を下げる。 

一 DTS 音源視聴時は、音場モードを 「 CINEMA 」 またはに AME 」 に切り換える (2 日ぺ一 

一本システムの周波数チヤンネルの設定を 「 AUTO 」 に設定してお使いのとをは、自動 
的にチヤンネルび切り替わったときに音び途切れる場合びありますび、故障ではあ 
りません。 

本機に接続している機器の出力信号のサンプ U ング周波数を48 kHz /44.1 kHz に設 
定する。 
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润犬 

原因と巧応のしかた 

音びルさい 

-► INPUT ボタンで 「 ANALOG 」 を選択したときに症状び出る場合は、プ□セッサーの 
ATT スイッチを rOdB 」 に切り換える。 

-► プ□セッサーの UNEIN ( L / R ) 端デに AV 機器のへッドホン端子をつないだと去は、 
つないだ機器の音量を上げる。 

-►へッドホンの音量を上げる。 

雑音びをい 

-► プ□セッヴーとへッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使巧する無線や電子レン 
ジなどの機器びないか確認する。 

-► プ□セッサーの UNEIN ( L / R ) 端テに AV 機器のへッドホン端子をつないだと去は、 
つないだ機器の音量を上げる。 

-►へッドホンの充電式電池び消耗しているので巧電をする。巧電をしてちへッドホン 
の POWER ランプび点むしない場合は、お近くのソニーの修理柜談窓□にご柜談く 
ださい。 

サラウンド効果び 
得られない 

-►音場モードを 「 CINEMA 」 または [" GAME 」 に切り換える (20 ぺージ)。 

-►再生中の音声びマルチチャンネルの信号になっていない。 

•モノラル音源の場合、サラウンド効果び得られません。 

Dolby Digital 
ランプび点灯しない 

-► BD / DVD 機器げーム機を含む)の音声デジタル出力の設定び rP 〔 M 」 になっている。 

• お使いの BD / DVD 機器の取掘説明書をご覧になり、ドルビーデジタルデコーダー 
を巧蔵した機器を使巧するときの設定 （ r ドルビーデジタル/ PCM」、「Dolby 
Digital 」 など)に切り換えてください。 

-► ドルビーデジタルフオーマットで記録されていない信号を再生している。 

Dolby PLIIx ランプ 
び点なしない 

-► プ□セッサーの音場モードび 「 CINEMA 」 またはに AME 」 になっていない。 

-►アナ□グ入力信号、デジタル入力の PCM 信号、ドルビーデジタルの2チャンネル信 
号およびステレオサラウンドチャンネルを含む信号、または MPEG -2 AAC の2チャ 
ンネル信号およびステレオサラウンドチャンネルを含む信号び入力されていない。 

Dolby PLIIx ランプ 
び点なしてしまラ 

-► プ□セッサーの音場モードび 「 CINEMA 」 またはに AME 」 になっている。 

-►アナログ入力信号、デジタル入力の PCM 信号、ドルビーデジタルの2チャンネル信 
号およびステレオヴラウンドチャンネルを含む信号、または MPEG -2 AAC の2チャ 
ンネル信号およびステレオサラウンドチャンネルを含む信号び入力されている。 

DTS ランプび 
点むしない 

-► BD / DVD 機器(ゲーム機を含む)の DTS デジタル出力設定び rOFF 」 や「切」になってい 

. お使いの BD / DVD 機器の取掘説明書をご覽になり、 DTS デジタル出力設定を rON 」 
や r 入」に切り換えてください。 

-► DTS フオーマットで記録されていない信号を再生している。 

-► 再生中のチャプターの音声び DTS になっていない。 

-► BD / DVD 機器び DTS に対応していない。 

• DTS に姉芯した BD / DVD 機器をお使いください。 

MPEG -2 AAC 
ランプび点灯しない 

- ►BS /地上デジタルチューナーの音声デジタル出力の設定び 「 PCM 」 になっている。 

• BS / 地上デジタルチューナーに付属の説明書をご覧になり、 MPEG -2 AAC 信号 
び出力されるよラに設定を変更して<ださい。 

巧電でさない 

-►へッドホンと AC パワーアダプター、電源コンセントの接続を確認する。 

-► 充電式電池に劣化などの異常びある。 

• お買い上げ店またはお近くのソニーの修理相談窓□にご相談ください。 

CHG (充電)ランプび 
点滅する 

-► 充電式電池に劣化などの異常びある。 

• お買い上げ店またはお近くのソニーの修理相談窓□にご相談ください。 

DIGITAL OUT 端デ 
から信号び出力され 
ない 

ープ□セッヴーに電源びつなびれていない。 

• プ□セッサーに電源をつないでください。 

-► D に ITAL IN 端子につなびれたデジタル機器び再生されていない。 

• つないだ機器を再生してください。 

-► デジタル機器をつないだ D に ITAL IN 端テの番号と、出力先の機器をつないだ 
DIGITAL OUT 端子の番号び一致していない。 

• 端子の番号び一致するよラにつなざ直す。 


(次のページへつづく） 


その他 
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症状 原因と对応のしかた 

デジタル入力時、 一 LINE INCIVR ) 端子にアナ□グ音声出力をつないで、つないだ機器の方で聞去たい音 

二重音声の選択び を選んで<ださい。 

でをない。 

( MAIN 、 SUB の音声 

び同時に聞こえる）_ 

警告音び鳴る 一へッドホンびプ□セッサーからの電波を受信でをない。 

「ピッピッピッ •-- 」 • 電波の届く範囲に移動する。 

• プ□セッヴーの電源を入れる。 

• プ□セッヴーと AC パワーアダプター、電源コンセントの接続を確認する。 

• 周波数チヤンネルの設定を 「 MANUAL 」 にしてお使いのときは 、 RF CHANNEL ス 
イッチで影響のみないチヤンネルに切り換えるか、 AUTO / MANUAL スイッチを 
「 AUTO 」 に切り換える。 （17 ページ） 

• プ□セッヴーとへッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使巧する無線や電モレ 
ンジなどの機器びないか確認する。 

• プ□セッヴーの位置を変える。 
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取り扱いについて 

• プ□セッサ ー、 ヘッドホンを落としたりぶつ 
けた0など強いショックを与えないでくださ 
し、故障の原因となります。 

•各機器を分解したり、開けたりしないでくだ 
さい。 

設置について 

次のよラな場所には置かないでください。 

-直射曰光びあたる場所や暖房器具の近<など 
温度が非常に高い所。 

-ほこりの多い所。 

-ぐらついた台の上や傾いた所。 

-振動の多い所。 

-風呂場など、湿気の多い巧。 

付属の AC パワーアダプターについて 

• おず付属の AC パワーアダプター(極性統一お 
プラグ JEITA 規格)をお使いください。プラグ 
の極性など異なる製品を使ラと、故障の原因 
になります。 



極'注統一おプラグ 


• 電圧やプラグ極性び同じ AC パワーアダプター 
でち、電流容量その他の要因で故障の原因に 
なりまず。必ず付属の AC パワーアダプターを 
ご使用ください。 

• AC パワー アダプターは容易に手び届くような 
電源コンセントに接続し、異常び生じた場合 
は速やかにコンセントから抜いてください。 

• AC パワーアダプターをご使用時は、 ■ UTF の点 
にご注意ください。 

- AC パワーアダプターを本棚や組み込み式 
キぉビネットなどの狭い場所に設置しない 
で < ださい。 

-火災や感電の危険をさけるために、 AC パ 
ワーアダプターを水のかかる場所や湿気の 
ある場所では使用しないでください。また、 
AC パワーアダプターの上に花瓶などの水の 
入ったちのを置かないで<ださい。 


•長い間使わないとさは、 AC パワーアダプター 
をコンセントか5抜いてください。コンセン 
卜か5抜くとさは、コードを引っぱらずにお 
ず AC ノ f ワーアダプター本体をつかんで抜いて 
<ださい。 

へッ ドホンについて 
まわりの人のことを考えて 

へッドホンは、音量を上げすざると音びがにも 
れます。音量を上げすざて、まわりの人の迷惑 
にならないよラに気をつけましよラ。 

雑音の多いところでは音量を上げてしまいびち 
ですび、ヘッドホンで聞くとさはいつち、呼び 
かけられて返事びでさるくらいの音量を目まに 
して < ださし、。 

機器認定について 

本機は、電波法に基づくル電カデータ通信シス 
テムの無線設備として、認証を受けています。 
従って、本磯を使用するとさに無線局の免許は 
必要ありません。 

ただし、切下の事項を行ラと法律に罰せられる 
ことびあります。 

• 本機を分解/改造すること 
• 本機に貼ってある証明ラベルをはびすこと 

周渡数について 

本機は 2.4 GHz 帯の2.400 GHz か5 
2.4835 GHz まで使用できますび、他の無線機器 
ち同じ周波数を使っていることびあ0ます。他 
の無線機器との電波干渉を防止するため、下記 
事項にミ主意してご使用 < ださい。 


(次のページへつづく） 
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保証書と アフターヴー ビス 


保証書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際にお夏け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
ラえ、大切に保存して<ださい。 

.保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べくだ 
さい。 

それでち具合の悪いとさは 

ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店にご相 
談ください。 f 度理をご依頼の際は、付属の AC パ 
ワーアダプターを本体と一緒にお持ちくださ 
い。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
さます。詳し<は保証書をご覧<ださい。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって臟能び維持できる場合は、ご要望 
により有料修理させていたださます。 

部品の f 呆有期間について 

当社ではデジタルサラウンドへッドホンシステ 
ムの補修用性能部品(製品の機能を維持するため 
に必要な部品)を、製造巧ち切り後6年間保有し 
ています。ただし、故障の状況その他の事情に 
より、修理に代えて製品交換をする場をびあり 
ますのでご了承くださし、。 
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本機の使用上のま意事項 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯 
では電モレンジ等の産業•科学•医療用機器のほか、 
他の同種無線局、工場の製造ライン等で使用される 
免許を要ずる移動体識別用構内無線局、免許を要し 
ない特定のル電力無線局、アマチュア無線局等(於下 
「他の無線局」と略す)び運用されています。 

1. 本機を使用ずる前に、近くで r 他の無線局」び運巧 
されていないことを確認してくださし、。 

2. 万一、本機と r 他の無線局」との間に電波干渉び発 
生した場合には、速やかに本機の使用場所を蜜え 
るか、または機器の運用を停止(電波の発射を停 
止）してくださし、。 

3. 不日月な点その他お困りのことび起きたとさは、ソ 
ニーの相談窓□までお問い合わせ<ださい。ソ 
ニーの相談窓□については、本取扱説明書の裏表 
紙をご覧ください。 

I -- T - 1 この無線磯器は 2.4 GHz 帯を 

I 2 .4 D ご4 I 使用します。変調方式として 
L ~~=~~^ DS - SS 変調ち式を採用し、 

■ 与干渉距離は40 m です。 


お手入れのしかた 

機器の外装のミちれは、柔5かい巧でからなさし 
てください。ミちれびひどいときは、ラすい中性 
洗剤溶液でしめ5せた巧で}式いて<ださい。シ 
ンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕 
上げをいためるので使わないで<ださい。 

異常や不具合が起きた 5 

. 万一異常や不具をび起をたり、異物び中に入つ 
たとをは、すぐに電源を切り、お買い上げ店 
またはソニーの修理相談窓□にご相談<ださ 
い。 

• お買い上げ店またはソニーの修理相談窓□に 
お持ちになる際は、必ずヘッドホン、プ□セッ 
ヴー、 AC パワーアダプターを一緒にお持ち< 
ださい。 




プ□セツサー DP-RF 7100 


付属品 


デコーダー臟能 

ドルビーデジタル 
ドルビープ□□ジック llx 
DTS 
DTS-ES 
MPEG -2 AAC 
バーチャルサラウンド機能 
OFF 

CINEMA 

GAME 

コンプレッシヨン機自自 

OFF 

ON 

センターレベル調整臟能 
4段階 

変調方式 DSS 5 

搬送波周波数 [ H 1 ： 2.41 185 GHz 
CH 2： 2.43785 GHz 
CH 3： 2.46385 GHz 
到達距離 見通し最長約3日 m 

伝送周波数帯域 

12〜24,00日 Hz (デジタル入力 
時、サンプ U ング周波数48 kHz 時) 
ひずみ率 ] 〇/〇切下 （1 kHz ) 

音声入力 光デジタル入力(角型） X 2系統 

アナ□グ入力（ピンジャック、 
ち/左） X1 系統 

音声出力 光デジタル出力(角お） X 2 

電源 DC 6 V (付属の AC ノ f ワーアダプ 

ターを使用） 

最大列'お寸法約146 X 36 X 147 m m 
(幅/高さ/舆行さ） 

質量 約％0 g 

ヘッドホン MDR - RF 7100 

再生周波数帯域 

5〜25,00日 Hz 

電源 內蔵 U チウムイオン充電式電池 

質量 約325 g 


AC ノ（ワーアダプター (6 V ) (2) 

光デジタル接続ケープ J レ 

(光角型プラグ^光角型プラグ、 

1.5 m )(1) 

オーディオ接続コード 
(ホ•白プラグ、 ].5 m )(1) 
スタンド （1) 

取扱説明書(本書） （1) 

プ□ダクトインフオメーシヨンり） 
保証書 (1) 

その他印刷物一式 


推奨アクセサリー 

接続コード RK - C 310 a 0 m )、 

RK - C 315(1.5 m )、 

RK - C 320(2.0 m )、 

RK - C 330(3.0 m ) (ピンプラグ x 2 
^ ピンプラグ X 2)、 

RK - G ]2 弓 （1.5 m ) (ステレオ S 二 
プラグ^ピンプラグ X 2) 

光デジタルセレクター 

SB - RX 100 P 

光デジタル接続ケープ J レ 

POC -5 A (0.5 m )、 

POC -10 A (1 .日 m )、 

POC -15 A (1.5 m )、 

POC -20 A (2 .日 m )、 
POC -30 A (3.0 m )、 
POC -5 DSA (0.5 m )、 

POC -1 日 DSAaO m )、 
POC -20 DSA (2.0 m )、 
POC -30 DSA (3.0 m ) 

(光角型プラグ^光角型プラグ)、 
POC -5 AB (0.5 m )、 

POC -1 OABCI.O m )、 
POC -15 AB (1.5 m )、 

POC -20 AB (2 .日 m )、 

POC -30 AB (3.0 m ) 

(光角型プラグ^光 S ニプラグ） 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なく 
変更することびあ0ますび、ご了承ください。 
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製品カスタマー登録のおすすめ 

製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充実を図るため、カスタ 
マー登録をおすすめしております。 

詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。 
http://www.sony.co.jp/avp-regi/ 


よくあるお問いをわは、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.jp/support/ 
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